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学校通信 うきは市立御幸小学校

ＮＯ ３ 校長 松田清孝 文責

いじめや差別をなくす１ヶ月に！
保護者の皆様もご存じの通り、７月

は同和問題啓発強調月間です。うきは

市の条例（うきは市部落差別をはじめ

あらゆる差別の撤廃と人権擁護に関す

る条例）の中に、「市は、市民の人権意

識の普及高揚を図るため、関係団体と

連携の上、人権教育及び人権啓発活動を積極的に推進し、人権擁護の社会づくりに努める

ものとする。」とあります。御幸小学校では、人権教育・啓発を学校教育の重点のひとつ

としています。日々の教育活動について、子どもたちが「自分や友だちを大切にできてい

るか」の視点を常に心がけていますが、特にこの１ヶ月は、全学級で人権に関する公開授

業を行い、お互いに参観し合ったり、授業についての意見

交換をしたりしながら、子どもたちの人権感覚を磨くとと

もに、教員自らの学びの場としています。

先週１年生教室では、福岡県教育委員会が作成した同和

教育副読本「かがやき」にある「かお」という資料を通し

て、『友だちの顔をよく見て、その人の気持ちをよく考え

笑顔になる言葉をかけよう。』ということを学びました。

５年生は、いじめそのものを扱った資料「名前のない手

紙で、『いじめられる側にとって、見ているだけの人もい

じめていることと同じ。周りの誰かの勇気ある行動が、い

じめを止めることになる。』ということを学びました。子

どもの感想には、「自分は、いじめている人を直接注意す

ることはできないけど、先生に伝えるなど自分にできるこ

とで行動したい。」とありました。

授業後の一人一人の感想については、本年度もひまわりの花び

らのカードに書き、中校舎の廊下に児童全員分掲示します。ぜひ

ご覧ください。（現在は、昨年度の感想を掲示しています）

このような取組と並行して、６月には

全児童に対して、教師と一対一で話をす

る教育相談を行いました。件数は少ない

ですが、「友だちからいやなことを…」と

いった相談がありました。このような相

談に対して、私たちは関係している児童

に確認を行い、事実であれば、された側

の気持ちを伝え、何がいけなかったか、

自分が同じことをされたらどう思うか等

を考えさせたりしています。

御 幸

※昨年度のうきは市講演会のチラシより



また、この情報を他の担任にも伝え、自分の

クラスで同じようなことで嫌な気持ちになって

いる子はいないか、知らないうちに誰かを傷つ

けていないか等、確認をしたり指導をしたりし

ています。この件に関しては、毎回保護者の皆

様にお願いしていますが、お子さんに心配な様

子があれば、話を聴き、担任にお知らせ下さい。

また、逆に人にいやな思いをさせていないか、

よくないなと思うことがクラスであっていない

か、そういうことについても話題にしてくださ

い。全ての子が楽しい気持ちで登校できることを、一番大事にしたいと考えています。

うきは市学童水泳記録会に参加します！
コロナ禍そして災害対応等で中止となっていた記録会が７月

２１日、５年ぶりに再開します。本校からは、５０名近くの児

童が参加します。この記録会は、長い歴史をもち、市内の他校

の児童と一緒に泳いだり互いに応援したりできる貴重な場です。

参加する子たちには、普段の学習のがんばりを発揮してほしい

と思います。保護者の皆様、応援よろしくお願いします。

うきは市防犯協会から御幸小ＰＴＡへ
本校ＰＴＡが継続して取り組んでいる活動に防犯パトロー

ルがあります。この活動がうきは市全体の防犯にもつながっ

ていることから、市防犯協会から青色回転灯と防犯パトロー

ルベスト（各７点）をいただきました（西日本新聞にも掲載

されました）。子どもたちにも、全校のつどいで「みなさん

の安全を守るため、これを付けて、お家の方が見守りをしま

す。」と紹介しています。

ステッカーよりもかなり目立つので、これを付けて巡回す

ることで、見た人は「ああ、この地域は日常的にパトロール

しているな。」と思い、これまで以上に、子どもたちの安全

や校区全体の防犯につながります。１１日の地域委員会で、

現在パトロールをしている行政区にお渡ししますので、活用

をよろしくお願いします。

安全面のご指導をよろしくお願いします
「自転車に乗る子どもが、細い路地から急に飛び出して、あと少しでぶつかる

ところでした。」「赤信号になろうとしているのに、横断歩道を走って渡っている

子がいて危ないと思いました。」…先月、地域の方からこのような電話がありま

した。また、学校帰りに小川に入り遊んで帰ったり、決められた通学路を通らなかったり、寄り

道をして帰りが遅くなったりといったこともありました。このようなことが続くと、大きな事件

・事故につながります。学校でも繰り返し指導はしていますが、ご家庭でも「あなたの命は何よ

り大事だから、交通ルールや登下校のきまりは必ず守ってほしい。」という話をしてください。

※平成３０年の記録会の様子


